
最新値 目標値 達成度 評価
指標の

ウエイト

1 b 115 280 41.1% c 1.00

2 a 497 500 99.4% a 1.00

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

a ｂ

２　市民生活実感評価　　*この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。
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共管局・部室

市民生活実感調査総合評価
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バリアフリー化された建物が増えている。
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１　客観指標評価

概要

施策に関係する
主な分野別計画等

担当局・部室

上位政策 23　建築物

都市計画局・建築指導部

施策の評価

施策番号 2304

施策名 環境に配慮され，だれもが使いやすい建築物の誘導

　建築物の総合的な環境性能を評価するシステムに京都独自の基準を組み込んだ制
度（CASBEE京都）の活用や，建築物のバリアフリーに関する制度の見直しを行うこ
となどにより，環境に配慮され，だれもが使いやすい建築物への誘導を図る。
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３　総合評価（客観指標総合評価＋市民生活実感調査総合評価）

ｂ ｂ
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＜この施策を構成する事務事業＞

1 10,730 10,763

2 6,105 17,003
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＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

＜今後の方向性＞

担当局
26年度事務事業評価結果
における目標達成度評価

都市計画局

都市計画局

普通

かなり良い

●平成23年度から運用を開始したCASBEE京都や，従前から実施しているバリアフリー整備の誘導につ
いて，その考え方や必要性が市民に理解され，社会的に定着したものとなるよう，「京（みやこ）環
境配慮建築物」顕彰制度や，みやこユニバーサルデザイン優良建築物顕彰制度の取組など，パンフ
レット，ホームページ等を通じて，周知や啓発に努める。

A

C

□　市民の実感☑　客観指標

事業費の状況（千円）

25年度
決算額

26年度
予算額

建築協定支援事業

環境配慮建築物の普及啓発

重み付け

事業名

B

（重み付けの理由）
　環境配慮建築物やバリアフリー化した建築物は一見しただけでは判断しにくく，市民の実感に
反映される要素が薄い。

（原因分析）
【客観指標】●景気の動向から，住宅用途で着工件数が増加していることに伴って，CASBEE京都の届出
件数が昨年度と比べて増加したものの，目標値には届かず，b→c評価と悪化した。
●平成25年度は，バリアフリー対象建築物の協議件数が増加傾向にあったことから，検査受検件数も増加
し，検査済証交付件数が63件増加したため，昨年度に引き続きa評価と高い評価で安定している。
【市民の実感】バリアフリー対象建築物の協議件数の増加により，確実にバリアフリー化された建築物が増
えていることから，昨年度に引き続きb評価と安定した評価となっている。

施策の目的がかなり達成されている

25
年
度

今後の方向性の検討



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 41.1%

数値 目標年次 達成度

数値 1,000件 32年度 11.5%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

24 25 26

a b c

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 99.4%

数値 目標年次 達成度

数値 500 32年度 99.4%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

24 25 26

e a a

担当課 建築審査課 連絡先 ２２２－３６１６

施策名 2304 環境に配慮され，だれもが使いやすい建築物の誘導

指標名 CASBEE京都の届出件数（件）

数値 根拠

平成32年度目標値を達成するための増加
率を勘案して年度ごとに割り戻したもの

備考

京都らしい環境配慮建築物を適切に評価・誘導するための京都独自のシステムとして新たに定めた基準（CASBEE
京都）の届出件数

CASBEE京都は，建築物の環境への配慮の程度を
評価する仕組であり，建築主の環境への意識の
現れを示す指標

京都市地球温暖化対策条例（事業担当課調べ）

前回数値 最新数値
推移

目標値

24年度 25年度

109 115 6件増 280

根拠

適用義務の将来的な拡大と任意提出の見込数の合
計をこれまでの確認申請の傾向から推定

最新数値の目標値に対する達成度が
a ：80％以上
b ：60％以上80％未満
c ：40％以上60％未満
d ：20％以上40％未満
e ：20％未満

当該指標については，景気動向等によ
る建築物の着工件数の影響が大きいこ
とから，80％以上をａ，以下20％刻み
で基準を設定した。

全国順位
中長期目標

指標名 バリアフリー優良建築物の件数（件）

担当課 建築審査課 連絡先 ２２２－３６１６

数値 根拠

過去の建築確認申請の動向等から，条例対象

となる建築物を拡大した後の件数を推計

備考

バリアフリー化された建築物（施設）の件数

「ひとにやさしいまち」に向けた進み具合を示
す指標

算出方法：京都市建築物等のバリアフリーの促進に関す
る条例に基づく検査済証交付件数
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

24年度 25年度

434 497 63件増 500

23年度　357件
24年度　434件
25年度　497件
平均　　429件

根拠

過去の建築確認申請の動向等から，条例対象
となる建築物を拡大した後の件数を推計

最新数値と前回数値との比較

ａ：10件以上の増加
ｂ：4件～9件の増加
ｃ：3件の減少～3件の増加
ｄ：4件～9件の減少
ｅ：10件以上の減少

これまでのバリアフリー条例に基づく
検査済証交付件数の推移を基に，評価
基準を設定。

全国順位
中長期目標


